
検索北島町

3月号’18

平成30年2月1日現在
前月より

男 11，278 ＋1
女 11，880 ＋9
計 23，158 ＋10
世帯 9，565 －1

町民の動き

北北島島南南小小学学校校金金管管ババンンドドののみみななささんん

h t t p : / /www . t own . k i t a j ima . l g . j p /

第第885577号号



��������������������������������������������������������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� �������������������������������������������������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

����������������������������������������

����������������������������������������

������

��������������������

教育ボランティア募集！

一
九
一
八
（
大
正
七
）
年

二
月
十
三
日
生

こ
の
た
び
百
歳
の
お
誕
生
日
を
、

北
島
町
内
に
あ
る
介
護
老
人
福
祉
施

設
「
敬
愛
の
家
」
で
迎
え
ま
し
た
。

県
や
町
か
ら
お
祝
い
状
や
記
念
品

の
贈
呈
が
あ
り
、
元
気
な
お
姿
を
拝

見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
益
々
の
ご
健
勝
を
、
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

保
険
福
祉
課

北北島島町町国国民民健健康康保保険険
被被保保険険者者証証のの更更新新

■新しい保険証を3月中に郵送します

現在お使いの保険証（国民健康保険被保険者

証）の有効期限は、平成30年3月31日となって

います。4月からお使いいただく新しい保険証

は3月中に簡易書留で世帯主様に郵送します。

（注：国民健康保険税の滞納がある世帯につ

いては、役場での交換になる場合があります。）

有効期限の切れた保険証は、各自で裁断等をし

て破棄するか、保険福祉課まで返却してくださ

い。

なお、4月に入っても新しい保険証が届かな

い、保険証の内容に誤りや変更がある等の場合

には、保険福祉課国保係までお申し出ください。

※国保に加入している方は、必ず平成29年分の

所得申告を行ってください。収入のない場合

でも、その旨を申告しなければ保険税の軽減

が受けられないことがあります。

※社会保険等新しい保険証をお持ちの方は、必

ず国民健康保険の喪失手続を行ってください。

喪失の手続きをしていないと、保険税が課税

され続けます。

お問合せ先

保険福祉課 国保係 ☎698‒9805

税務課 国保税係 ☎698‒9803

祝祝

百百
歳歳
阿
部
フ
ジ
コ
さ
ん
（
江
尻
）

ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン

二
月
九
日
に
開
幕
し
た
平
昌
五

輪
。
日
本
の
男
子
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス

ケ
ー
ト
の
第
一
人
者
で
あ
る
羽
生

結
弦
選
手
が
、
前
回
の
ソ
チ
五
輪

に
続
く
金
メ
ダ
ル
に
輝
い
た
。
シ

ョ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
フ
リ
ー
の

ど
ち
ら
も
茶
の
間
で
じ
っ
く
り
見

せ
て
も
ら
っ
た
。

昨
年
十
一
月
に
ケ

ガ
を
し
て
出
場
が

危
ぶ
ま
れ
た
と
は

思
え
な
い
力
の
入

っ
た
素
晴
ら
し
い
演
技
だ
っ
た
。

大
会
前
、
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
で

リ
ハ
ビ
リ
に
励
ん
で
い
た
と
聞
い

て
い
た
。
恐
ら
く
血
の
滲
む
よ
う

な
努
力
あ
っ
て
の
復
活
劇
だ
っ
た

ひ
と
し
お

に
違
い
な
い
。
喜
び
も
一
入
だ
っ

た
と
思
う
。
当
時
に
銀
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
た
宇
野
昌
磨
選
手
も
羽
生

選
手
に
負
け
ず
劣
ら
ず
の
演
技
だ

っ
た
。
ス
ピ
ー
ド
女
子
五
百
メ
ー

ト
ル
競
技
で
も
、
小
平
奈
緒
選
手

が
、
日
本
女
子
史
上
初
め
て
と
な

る
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
。
多
く
の
人

に
感
動
を
届
け
た
こ
と
だ
ろ
う
。

心
か
ら
「
お
め
で

と
う
」
と
祝
福
し

た
い
。
五
輪
を
み

て
い
る
と
、
不
撓

不
屈
の
精
神
で
、

栄
光
を
自
分
で
手
に
入
れ
よ
う
と

す
る
タ
フ
な
人
は
美
し
さ
を
漂
わ

す
。多

く
の
ア
ス
リ
ー
ト
が
目
標
に

向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
に
、

大
輪
の
花
を
咲
か
せ
て
欲
し
い
と

願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

お 知 ら せ
「毎月20日はあいさつ運動の日です」

3月のあいさつ運動は3月20日㈫に行います。
別れの季節です。感謝の気持ちをこめて「さようなら」
のあいさつをしよう。

北島町青少年健全育成町民会議
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めめ
でで
とと
うう
ごご
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いい
まま
すす

お問合せは
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見直しの柱
国の責任として追加的な財政支援（公費拡充）

を行います。
都道府県と市町村がともに国民健康保険の保険

者となり、それぞれの役割を担います。

見直しによる主な変更点
平成30年度から、都道府県も国民健康保険の保険

者となります。（資格や保険料（税）の賦課・徴収等
の身近な窓口は、引き続きお住まいの市町村です。）
平成30年度以降の一斉更新から、新しい被保険
者証等には、居住地の都道府県名が表記されるよ
うになります。

市町村の主な役割

・国保事業費納付金を都道府県に納付

・資格を管理（被保険者証等の発行）

・標準保険料（税）率等を参考に保険料（税）率を決定
・保険料（税）の賦課・徴収

・保険給付の決定、支給

都道府県の主な役割

・財政運営の責任主体

・国保運営方針に基づき、事務の効率化、標準化、広域
化を推進

・市町村ごとの標準保険料（税）率を算定・公表

・保険給付費等交付金の市町村への支払い

都道府県と市町村の役割分担

平成30年4月から
国民健康保険制度が変わります

国民皆保険を将来にわたって守り続けるため、平成30年4月から、これまでの市町村に加え、

都道府県も国民健康保険制度を担うことになりました

国保制度見直しによるサービスの拡充と保険者機能の強化

・広域化により、平成30年度から、同一都道府県内で他の市町村に引っ越した場合でも、引っ越し前と同じ
世帯であることが認められるときは、高額療養費の上限額支払い回数のカウントが通算され、経済的な負
担が軽減されます。

・今後、県内市町村は、より積極的に被保険者の予防・健康づくりを進めるために様々な働きかけを行い、
地域づくり・まちづくりの担い手として、関係者と連携・協力した取組を進めます。

とりで

国民健康保険は、国民皆保険の最後の砦です。
持続可能な社会保障制度の確立を図るため、
平成30年度からの制度見直しにご理解、ご協力をお願いいたします。

国保の窓口は、平成30年4月以降も引き続きお住まいの市町村です
■資格の取得・喪失及び給付に関すること 保険福祉課 ☎698‒9805
■国保税に関すること 税 務 課 ☎698‒9803

2018．3 町報（３）
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主 催 北 島 町

平平成成3300年年度度 北北島島町町国国際際交交流流研研修修事事業業参参加加者者募募集集

1 事業の目的
国際化の進む中で、これからの北島町を担う中学生を海外に派遣し、国際的視野を広めるとともに訪問国に

おいて同世代の学生と各種の交流活動を行い、国際化時代にふさわしい人材を育てることを目的とする。
2 派 遣 先 カナダ（バンクーバー、サレー市内の学校）
3 派 遣 時 期 10月26日㈮から11月3日㈯（変更する場合があります。）
4 応募資格・条件

（1）町に在住する中学2～3年生（既に本事業に参加した生徒は除く）
（2）国際交流に積極的に意欲をもっている生徒
（3）心身ともに健康で海外研修・団体行動のできる生徒
（4）阿波踊り・折り紙等の練習に参加できる生徒
（5）研修報告会及び研修報告書を提出できる生徒

5 募 集 人 員 14 名
6 研修の概要
（1）生活体験学習（ホームステイ）
（2）現地の学校での各種交流事業等
（3）バンクーバー都市見学等

7 経 費
この事業実施に要する経費は、町と国際交流研修事業基金から補助し、参加者負担額は約100，000円とする。
ただし、別途【パスポート取得費用、任意保険料、国内・外空港税、燃油サーチャージ代等】の個人負担が必
要です。

8 申込み・選考
（1）募集期間 4月16日㈪から4月27日㈮

平日8時半～17時（時間厳守）
（2）申込先 教育委員会（役場 4階）
（3）選考方法 面接（英語で自己紹介）・作文（600字程度・日本語）

◆作文のテーマについては、申込み受付け時にお伝えします。◆
（4）選考日 5月17日㈭ 15時から 役場5F（実施予定）
（5）結果発表 5月21日㈪ 郵便発送

9 派遣生説明会 5月30日㈬ 19時から 役場7F（実施予定）
10 お問合せ先 教育委員会（☎698‒9812）

今
月
の
ご
み
対
策

啓
発
優
秀
ポ
ス
タ
ー

「平成30年度版ごみカレンダー」を3月中旬から順次配布い
たしますのでご活用ください。
また、下記の場所にも「平成30年度版ごみカレンダー」を配
布いたしておりますので恐れ入りますが、最寄りの配布場所へ
お立ち寄りください。

《お問合せ》清掃センター ☎698‒4052

北
島
中

本
郷

芹
奈

～平成30年度版のごみカレンダーを配布します～

2月
11．1㎏
？㎏

1月
16．0㎏
13．0㎏

3．0㎏減

12月
14．3㎏
13．6㎏

0．7㎏減

平成28年度
平成29年度

増減量

◎配布場所

◆役場2F（まちみらい課） ◆清掃センター
◆図書館・創世ホール
◆北部・中央・南部学習等供用施設
◆東・西児童館 ◆町民体育センター
◆北島北公園総合体育館 ◆北島町商工会館
◆北島郵便局、北村郵便局 ◆JA板野郡農協北島支店

《 ご み ニ ュ ー ス 》

“「ごみの分別、減量、資源化」にご協力をお願いします。”

1人あたりの燃やせるごみの排出量

2018．3 町報 （４）



お
問
合
せ
・
申
込
先

�
六
九
八
―
八
九
〇
九

�
六
九
八
―
八
九
二
五

保保
健健
相相
談談
セセ
ンン
タタ
ーー
だだ
よよ
りり

育育育育育育育育育育育育育育
児児児児児児児児児児児児児児
ササササササササササササササ
ーーーーーーーーーーーーーー
クククククククククククククク
ルルルルルルルルルルルルルル（（（（（（（（（（（（（（
おおおおおおおおおおおおおお
ひひひひひひひひひひひひひひ
ささささささささささささささ
まままままままままままままま
くくくくくくくくくくくくくく
らららららららららららららら
ぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶ
））））））））））））））

新
規
メ
ン
バ
ー
募
集
中
♪

お
ひ
さ
ま
く
ら
ぶ
は
、
マ
マ
友
作
り
や
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
遊
べ

る
よ
う
に
、
サ
ー
ク
ル
活
動
を
し
て
い
ま
す
♪

★
対
象
★

〇
〜
四
歳（
就
園
前
）く
ら
い
ま
で

★
活
動
場
所
★

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
・
中
央
児
童

館
・
公
園
な
ど

★
活
動
日
★

毎
週
木
曜
日

午
前
十
時
半
〜
十
二
時

（
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
や
中
央
児

童
館
で
遊
ん
だ
り
、
屋
外
の
と
き
は
、

み
ん
な
で
お
弁
当
を
食
べ
た
り
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。）

★
会
費
★

・
保
険
料

八
百
円
（
年
払
い
）

活
動
内
容
と
し
て
は
、
自
由
遊
び

が
主
で
す
が
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

や
、遠
足（
動
物
園
や
い
ち
ご
狩
り
・

お
芋
掘
り
な
ど
）
に
行
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
や
ク
リ
ス
マ
ス
な
ど

み
ん
な
で
考
え
な
が
ら
、
季
節
の
イ

ベ
ン
ト
を
楽
し
く
盛
り
上
げ
て
い
ま

す
。
家
で
い
た
ら
イ

ラ
イ
ラ
し
て
ス
ト
レ

ス
も
た
ま
る
の
で
外

に
で
て
き
て
、
み
ん

な
で
一
緒
に
楽
し
く

子
育
て
し
て
い
け
る

よ
う
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
い
つ
で
も
無

料
で
、
見
学
・
参
加

で
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ

遊
び
に
来
て
く
だ
さ

い
ね
♪

医
療
機
関
で
受
け
る
「
子
宮

頸
が
ん
検
診
」「
乳
が
ん
検
診
」

の
期
日
が
迫
っ
て
い
ま
す

平
成
二
十
九
年
度
の
対
象
の
方
で
、

ま
だ
「
子
宮
頸
が
ん
検
診
」「
乳
が

ん
検
診
」
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

受
け
ま
し
ょ
う
。

●
医
療
機
関
で
受
け
る
場
合
（
子
宮

頸
が
ん
・
乳
が
ん
）

検
診
期
間
は
三
月
末
日
ま
で
で
す
。

医
療
機
関
、
自
己
負
担
金
等
は
、
受

診
券
に
記
載

し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

な
お
、
受

診
券
を
紛
失

さ
れ
た
方
は
、

保
健
相
談
セ

ン
タ
ー
ま
で
、

お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

平平成成3300年年度度 建建設設工工事事、、物物品品のの購購入入等等にに
係係るる簡簡易易登登録録申申請請受受付付
北島町が発注する建設工事の請負契約（1件につき130万円以下
に限る）、又は、物品の購入等の契約（1件につき、製造の請負130
万円、財産の買入れ80万円、その他50万円以下に限る）に係る入札
又は随意契約の参加を希望される方は、つぎのとおり、指名競争入
札又は随意契約の参加登録申請書（北島町簡易登録様式）を提出し
てください。
※一般競争入札（指名競争入札）参加資格申請書を提出されてい
る場合は、提出する必要はありません。

※平成29年度の申請書を提出済の場合は、平成29・30年度有効と
なりますので今回提出の必要はありません。

提出期間 3月15日㈭から3月30日㈮まで
提 出 先 総務課
提出方法 持参又は郵送（3月30日必着）
有効期間 平成30年4月1日から2年間
提出書類 申請書類は北島町様式

（町ホームページよりダウンロード可）
※詳細は、町内掲示場（告示）又は町ホームページにてご確認く
ださい。

お問合せ先 総務課 ☎698‒9801

3
月
18
日
㈰

北
島
町

越
智
内
科
胃
腸
科

☎
6
9
8
―
3
1
1
1

3
月
21
日
（
水
・
祝
）

北
島
町

平
野
内
科

☎
6
9
8
―
8
0
6
0

3
月
25
日
㈰

北
島
町

山
田
外
科
内
科

☎
6
9
8
―
5
5
0
0

4
月
1
日
㈰

松
茂
町

か
ま
だ
眼
科

☎
6
7
8
―
8
5
8
5

4
月
8
日
㈰

北
島
町

堀
口
整
形
外
科

☎
6
9
8
―
5
1
1
1

在宅当番医割出表

※
急
に
在
宅
当
番
医
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
し
、
病
院
に

連
絡
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
板
野
東
部
消
防
本
部
（
☎
6
9
8
―

9
1
1
9
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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NNoo..3311

北北
島島
町町
寄寄
贈贈
「「
三三
木木
ガガ
ーー
デデ
ンン

歴歴
史史
資資
料料
館館
」」
資資
料料

第

八

回

展

示

現
在
、
図
書
館
・
創
世
ホ
ー
ル
一

階
、
ま
ち
か
ど

ミ
ニ

ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
で
「
石
内
都
が
写
し
た
人
形
浄

瑠
璃
衣
装
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

す
で
に
、
№
29
で
昨
年
夏
、
写
真
家

の
石
内
都
氏
が
、
当
館
に
来
館
さ
れ
、

所
蔵
し
て
い
る
人
形
浄
瑠
璃
衣
装
を

撮
影
さ
れ
た
事
を
お
話
し
ま
し
た
。

そ
の
と
き
撮
影
さ
れ
た
の
は
、
三
十

九
点
で
し
た
。
そ
の
う
ち
、
十
二
点

の
写
真
が
、
芸
術
新
潮
十
二
月
号
に

掲
載
、
六
点
が
横
浜
美
術
館
に
写
真

作
品
と
な
っ
て
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
す
べ
て
の
衣
装
を

一
度
に
展
示
す
る
に
は
ス
ペ
ー
ス
が

足
り
な
い
の
で
、
今
回
は
芸
術
新
潮

十
二
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
十
二
点
に

絞
っ
て
展
示
し
ま
し
た
。
横
浜
美
術

館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
写
真
の
衣
装

と
、
写
真
に
は
な
ら
な
か
っ
た
け
れ

ど
も
、
撮
影
さ
れ
た
他
の
衣
装
二
十

七
点
に
つ
い
て
は
、
ま
た
改
め
て
、

次
回
展
示
す
る
予
定
で
す
。

今
回
の
展
示
で
は
、
写
真
と
衣
装

を
同
時
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
ご
覧
頂

け
る
よ
う
、
芸
術
新
潮
の
写
真
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
ペ
ー
ジ
も
開
い
て
展

示
し
て
い
ま
す
。
衣
装
の
写
真
に
、

使
わ
れ
た
ペ
ー
ジ
は
十
二
ペ
ー
ジ
。

全
国
展
開
の
芸
術
総
合
雑
誌
に
お
い

て
、
北
島
町
が
所
蔵
し
て
い
る
資
料

の
写
真
に
、
こ
れ
だ
け
の
ボ
リ
ュ
ー

ム
で
掲
載
さ
れ
る
の
は
初
め
て
の
こ

と
で
す
。
石
内
氏
の
撮
影
で
あ
る
こ

と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
は
、

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

石
内
氏
の
写
真
は
、
芸
術
写
真
で

あ
り
な
が
ら
、
そ
の
資
料
が
経
て
き

た
年
月
や
時
を
映
し
出
し
、
文
化
財

と
し
て
の
価
値
を
引
き
出
す
側
面
も

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
文
化
財
の
中

で
も
今
回
の
よ
う
な
歴
史
系
の
資
料

は
、
鑑
賞
に
知
識
が
要
求
さ
れ
る
の

で
は
？
と
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
す
。
し

か
し
、
写
真
に
写
し
出
さ
れ
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
文
化
財
と
し
て
の
面
か

ら
の
み
鑑
賞
す
る
の
で
は
な
く
、
芸

術
品
と
し
て
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能

と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
度
の
こ
と
は
、
よ
り
多
く
の
方

に
、
文
化
財
を
身
近
に
鑑
賞
し
て
頂

く
き
っ
か
け
と
な
る
で
し
ょ
う
。

図
書
館
学
芸
員

原

多
賀
子

写真3 「石内都が写した人形浄瑠璃衣装」展示

写真1 展示衣装の拡大
（写真3の中央下）

写真2 展示衣装の拡大
（写真3の左下）
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横
浜
美
術
館
展
覧
会
の
写
真

前
号
の
町
報
で
掲
載
し
た
写
真
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
改
め
て

正
し
い
画
像
を
掲
載
致
し
ま
す
。

タ
イ
ト
ル
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
等
は
、

そ
れ
ぞ
れ
前
号
に
掲
載
し
た
の
と
同

じ
で
す
。

《阿波人形浄瑠璃＃6》2017年ⓒIshiuchi Miyako
写真1 人形浄瑠璃の衣装の写真1

写真3 人形浄瑠璃衣装の写真展示の様子
右に「阿波人形浄瑠璃 Awa Ningyo Jyoruri2017」とタイトルが確認できる

《阿波人形浄瑠璃＃2》2017年ⓒIshiuchi Miyako
写真4 人形浄瑠璃衣装の写真2

2018．3 町報（７）



防防災災行行政政無無線線デデジジタタルル化化にによよるる新新機機能能ののごご案案内内

北島町では、平成30年4月から防災行政無線をデジタル化して運用する整備を進めております。
4月からの本運用に先立ちまして、デジタル化による新機能である「北島町防災・情報メール」の登
録方法と、「防災無線メッセージサービス」の利用方法をご案内いたします。
町内の4か所に設置している「拡声子局（スピーカー）」からの音声放送については、住民の皆様への
重要な情報伝達手段ではありますが、気密性の高い屋内にいる場合などには、聞き取り難いことがあり
ます。そのため、少しでも多くの方に「北島町防災・情報メール」にご登録いただけますようお願いい
たします。

－登録制メール配信サービス「北島町防災・情報メール」－
メール配信サービスに事前登録することにより、防災無線放送内容、緊急情報、北島町からのお知らせ等

が、登録したメールアドレスに文字配信されます。
〇登録方法は、次ページの“「北島町防災・情報メール」登録手順のご案内”をご覧ください。

※本運用前の3月中は、実際の防災無線放送内容とは異なる内容が、テストメールとして送信される場合
がありますが、ご了承ください。

※「北島町からのお知らせ」は、平成30年度途中からの配信開始を予定しています。

－電話自動応答機能「防災無線メッセージサービス」－
専用ダイヤルに電話をかけることにより、防災無線放送内容を聞き直すことができます。
おかけ間違いのないようにご注意ください。

専用ダイヤル：088－698－9850（24時間自動応答）
〇使用方法：専用ダイヤルに電話をかけると、防災無線放送内容が新しい順に流れます。

プッシュ回線の場合は、聞いている途中に電話機の番号をプッシュすると、
以下の操作が可能です。

操 作 で き る 内 容

1つ前の放送内容（新しい放送内容）を聞く

1つ次の放送内容（過去の放送内容）を聞く

今聞いている放送内容を、もう一度聞き直す

最初の放送内容（一番新しい放送内容）から聞き直す

プッシュする番号

1

2

7

8

・放送終了後から24時間以内の防災無線放送内容を聞き直すことができます。
また、対象となる放送がない場合は、その旨のメッセージが流れます。

・通話料がかかります。
・電話が込み合った場合には、通話中となることがありますので、暫く経ってから電話をおかけ直しくだ
さい。

・定時放送している「エーデルワイス」・「夕やけ小やけ」は除きます。
※本運用前の3月中は、実際の防災無線放送内容とは異なる内容が、メッセージサービスより流れる場合
がありますが、ご了承ください。

【お問合せ先】 危機情報管理課 ☎698‒9807
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『『北北島島町町防防災災・・情情報報メメーールル』』登登録録手手順順ののごご案案内内

登録手順

4

登録手順

5

登録手順

6

登録情報変更・退会
登録メールアドレス・登録情報を変更／退会する場合は、
配信されたメールに記載されている URLからマイページに
アクセスし、メニューを選択します。

メールアドレス変更
変更後のメールアドレスを入力し
「入力内容を変更する」ボタンを
押します。
入力したメールアドレス宛に変更
確認メールが届きます。メールを
開いて URLを選択します。
「メールアドレスの変更が完了し
ました」と表示されたら、変更は
完了です。

登録情報変更
配信情報選択画面が表示されます。
登録内容を確認／変更しながら画
面を進みます。
登録完了後に「登録情報変更のお
知らせ」メールが届きます。

退会される方はコチラ
退会の確認画面が表示されます。
「退会する」ボタンを押します。
「退会処理が完了しました。」と
表示されます。
「解約のお知らせ」メールが届き
ます。

クリック

●配信されたメールを削除
してしまった場合は・・・
「北島町防災・情報メール
登録手順のご案内」に沿っ
て空メールを送信してくだ
さい。
折り返し届く「本登録済の
お知らせ」メールに記載さ
れている URLからマイ
ページにアクセスできます。

アクセス！

メニューを
クリック

配信情報を選択します。

入力内容を確認し、登録します。

登録完了です。

クリック

登録後、「本登録完
了のお知らせ」
メールが届きます。
ご確認ください。

「防災・緊急情報」の
選択は必須となります。

希望する場合は
チェックを入れて下さい。

修正する場合は
「修正する」から
入力画面に戻って
ください。

登録に困ったら
登録についてわからないことがありましたら、
右の QRコードから FAQにアクセスして下さい。
※携帯会社ごとの迷惑メールの設定方法も
ご確認いただけます。
▼FAQ（ヘルプサイト）
https : //service.sugumail.com/kitajima/faq/m/

ご登録の前に
「北島町防災・情報メール」には、メール配信サービスの利用
規約に同意していただいた上で、ご登録をお願いいたします。
また、携帯電話で迷惑メール対策の設定をされている場合は、
次の2つの設定を行ってからご登録をお願いいたします。
●「＠sg-m.jp」ドメイン、あるいは「kitajima@sg-m.jp」
のアドレスからのメールの受信を許可する
●URL付きメールの受信を許可する
※迷惑メール対策の設定をされていない場合でも、より確実
にメールを受信するために、上記の設定をされることを、
強くおすすめ致します。

登録手順

2

迷惑メール設定をしている場合は、事前に「＠sg-m.jp」
のドメインからの受信を許可する設定にしてください。
URLへアクセスできない場合は、Webブラウザを「Cookie
を有効にする」に設定してください。

登録手順

1

QRコードの読み取りができない場合は、
下記アドレスを直接入力して、空メールを送信してください。

t-kitajima@sg-m.jp

登録手順

3

空メール送信画面 URL :
https : //service.sugumail.com/kitajima/

登録用 URLが記載された
メールが届きます。

利用規約をご確認の上、
「メール配信に同意する」ボタンを
押します。

QRコードを読み取り、
サイトにアクセスし、
「空メール」を送信します。

登録には同意が
必要になります。

アクセス！

空メールとは
件名・本文を入力しない
メールの事です。
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きき
たた
じじ
まま
チチ
ュュ
ーー
リリ
ッッ
ププ
フフ
ェェ
アア

まま
ちち
みみ
らら
いい
課課

女 性

18～69歳※

50kg以上

90mmHg以上

2回以内

800mL以内

男 性

17～69歳※

3回以内

1，200mL以内

年 齢

体 重

最 高 血 圧

年間献血回数

年間総献血量

暖
か
い
春
の
到
来
と
と
も
に
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア
の
時
期
と
な
り

ま
し
た
！

今
年
も
色
と
り
ど
り
の
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
で
皆
様
の
ご
来
園
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

公
園
は
四
月
一
日
㈰
か
ら
四
月
下

旬
ま
で
開
園
予
定
で
す
。

（
開
花
の
状
況
に
よ
り
前
後
し
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

今
年
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
公
園
の
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
面
積

一
千
八
百
平
方
メ
ー
ト
ル

◆
本
数

約
四
万
八
千
本

◆
種
類

八
十
品
種

お
任
せ
コ
ー
ナ
ー
報
告

今
回
の
お
任
せ
コ
ー
ナ
ー
は
、
二

十
七
グ
ル
ー
プ
、
約
三
百
名
の
方
々

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

お
任
せ
コ
ー
ナ
ー
参
加
者
の
皆
様

に
は
、
球
根
の
掘
取
り
ま
で
作
業
が

ご
ざ
い
ま
す
が
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

献献
血血
へへ
のの
ごご
協協
力力
をを
おお
願願
いい
しし
まま
すす
。。

○
実
施
日

三
月
十
四
日
㈬

○
献
血
場
所

北
島
町
役
場
前

（
九
時
半
〜
十
三
時
）

吉
野
川
病
院

（
十
四
時
半
〜
十
六
時
半
ま
で
）

○
献
血
方
法

全
血
献
血

※
四
〇
〇
mL
全
血
献
血
で
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
医
療
機
関
で
は

輸
血
の
九
七
％
が
、
患
者
さ
ん
の
安

全
の
た
め
に
四
〇
〇
mL
を
使
用
し
て

い
ま
す
。（
副
作
用
発
生
の
可
能
性

が
低
く
、安
全
性
が
向
上
し
ま
す
。）

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
方
の

健
康
を
守
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
基
準
を
設
け
て
い
ま
す
。

採
血
基
準
（
四
〇
〇
mL
全
血
献
血
）

※
六
十
五
歳
以
上
の
方
の
献
血
に
つ

い
て
は
、
献
血
い
た
だ
く
方
の
健
康

を
考
慮
し
六
十
〜
六
十
四
歳
の
間
に

献
血
経
験
が
あ
る
方
に
限
り
ま
す
。

そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は
献
血
受

付
時
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

献
血
受
付
の
際
に
、
安
全
で
責
任

の
あ
る
献
血
を
お
願
い
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
本
人
確
認
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ご
自
身
を
証
明
で
き
る
も

の
の
提
示
に
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。（
例：

運
転
免
許
証
・

健
康
保
険
証
な
ど
）

〜
献
血
者
の
皆
様
へ
〜

町
内
等
で
実
施
し
た
献
血
の
献
血

者
情
報
を
表
彰
及
び
献
血
推
進
の
た

め
、
血
液
セ
ン
タ
ー
か
ら
氏
名
等
情

報
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の
情

報
は
献
血
の
推
進
以
外
に
は
使
用
し

ま
せ
ん
。

2018．3 町報 （１０）
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放 送 内 容

町内4か所に設置してある防災行政無線（新しい設備）から、一斉に、次のように放送
されます。
【放送内容】上りチャイム音
＋ 「これは、Jアラートのテストです。」×3
＋ 「こちらは、ぼうさいきたじまです。」
＋ 下りチャイム音

北島町総合庁舎内でも次の放送内容が放送されます。
【放送内容】上りチャイム音
＋ 「これは、Jアラートのテストです。」×3
＋ 「こちらは、ぼうさいきたじまです。」
＋ 下りチャイム音

情報伝達手段

防災行政無線

北島町総合庁舎
館内放送

防災行政無線などを用いた情報伝達訓練の実施
地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、次のとおり情報伝達訓練を行います。
この訓練は、全国瞬時警報システム（Jアラート）（※）を用いた訓練で、北島町以外の地域でも様々
な手段を用いて情報伝達訓練が行われます。
今回の訓練は、現在実施中の「防災行政無線デジタル化整備工事」の試験放送も兼ねておりますので、
新しい防災行政無線設備より放送を行います。
⑴ 訓練実施日時 3月14日㈬ 11時ごろ 3月28日㈬ 14時ごろ

その後は「毎月第4水曜日 14時ごろ」実施予定です。
⑵ 訓練で行う放送試験

（※）Jアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊急情報を、国から人工衛星
などを通じて瞬時にお伝えするシステムです。

【お問合せ先】 危機情報管理課 ☎698‒9807

知知
っっ
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

見見
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

ママ
ンン
ホホ
ーー
ルル
トト
イイ
レレ

一
月
二
十
七
日
、
北
島
北
公
園
ス

ポ
ー
ツ
広
場
に
お
い
て
、
北
島
町
小

学
生
を
対
象
と
し
た
、
マ
ラ
ソ
ン
大

会
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
保
護
者
の

方
が
応
援
に
来
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
公
園
内
南
側
に
は
、
災
害
時

の
「
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
」
が
設
置

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
町
内
で
は
他
に

三
小
学
校
、
中
学

校
、
中
央
公
園
内

に
、そ
れ
ぞ
れ「
マ

ン
ホ
ー
ル
ト
イ

レ
」
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
多

く
の
方
に
見
て
頂

く
こ
と
を
目
的
に
、

北
島
町
女
性
防
災

会
が
チ
ラ
シ
を
配

布
し
、
啓
発
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。

現
在
、
女
性
防

災
士
会
の
登
録
者

は
約
六
十
名
ほ
ど

で
す
が
、
徳
島
県

内
で
も
初
め
て
の

ケ
ー
ス
で
あ
り
、

特
に
子
育
て
世
代
の
女
性
の
方
々
が

中
心
に
、
活
動
し
て
い
る
の
も
、
全

国
的
に
見
て
も
珍
し
い
こ
と
で
あ
り

ま
す
。

こ
の
活
動
が
、
楽
し
く
、
こ
つ
こ

つ
と
活
動
さ
れ
、
今
後
幅
広
く
広
ま

っ
て
い
く
こ
と
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。

防
災
士

武
山

光
憲

（注）放送内容については、変更される場合があります。
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ごご存存知知でですすかか？？ジジェェネネリリッックク医医薬薬品品
ジェネリック医薬品（後発医薬品）とは、新薬（先発医薬品）の特許が切れた後に製造販売

される、新薬と同一の有効成分を同一量含み、効き目が同等な医薬品のことです。厚生労働省
では次のポイントを掲げて、ジェネリック医薬品の利用促進に取り組んでいます。

安心・信頼 ●国の厳しい審査をクリア
ジェネリック医薬品は、国の厳しい審査をクリアしたものだけが承認されています。有効性
や安全性、品質も新薬と同等です。
●低価格で個人負担が軽くなる
新薬と同じ有効成分を使用し、開発費用が抑えられるので、低価格です。医療の質を落とす
ことなく、経済的負担が軽くなります。

未 来 ●医療費を有効活用
個人負担の軽減だけでなく日本全体の医療費の効率化が可能です。その医療費は新技術や新
薬の導入に活用できます。
●医療保険制度を次の世代に引き継ぐ
少子高齢化が急速に進む中、現在の優れた医療保険制度を維持し、子どもたちや次の世代に
引き継いでいくことに貢献します。

北島町国民健康保険では、みなさんの調剤情報を分析し、ジェネリック医薬品に変更した場合に自己負担額が
大きく軽減されると思われる方（毎月200人程度）に「ジェネリック医薬品使用促進のお知らせ」をお届けして
います。ジェネリック医薬品に関する通知が届いた方は、ぜひご利用をご検討ください。

ジェネリック医薬品を希望される場合は、医師・薬剤師にご相談ください。

おおくくすすりり手手帳帳をを活活用用ししよようう

おくすり手帳は、病院や薬局で調剤された薬の名前や服用量、アレルギー、過去にかかった
病気などの情報を伝えることができます。

�����������������

���
��

診断に役立った
病院や薬局へ行ったとき、医師や薬剤師に見せてください。
ご自身の薬の情報が、正しく医療関係者に伝わることにより、同じ作用の薬の重複
や良くない飲み合わせをさけられます。

�����������������

���
��

大切な情報源
おくすり手帳は、必ず1冊にまとめてください。災害時や緊急入院の際、カルテや
薬歴がない中、お薬手帳が大切な情報源となります。災害時の持ち出しリストにお
くすり手帳を追加しましょう。

健康管理や医療費削減のため、おくすり手帳の携帯を！

お問合せ先 保険福祉課 ☎698‒9805

2018．3 町報 （１２）



取取 りり 扱扱 うう 主主 なな 窓窓 口口 業業 務務
自動車運転免許証の更新申請・記載事項変更届出
自動車運転免許証の自主返納、運転経歴証明書の申請
原付免許試験
安全運転管理者に関する届出・管理者証の交付
自動車保管場所証明申請・交付、自動車保管場所標章申請・再交付申請・交付
道路使用許可申請・交付
車両の制限外積載等許可申請・交付、通行・駐車許可申請・交付
自動車運転代行業認定申請・交付・変更届出
警察安全相談
落とし物（遺失物・拾得物）の届出
被害届、交通事故の届出
※ 自動車運転免許証の更新申請等の業務、運転経歴証明書の申請や原付免許試験の業務は、運転免許センター（板野郡松
茂町）でも行っています。
※ 従前と同様、統合後も徳島中央警察署、徳島名西警察署・徳島板野警察署の本庁舎では、自動車運転免許証の更新申請
や原付免許試験の業務は行いませんので、運転免許センターほか、その他警察署（鳴門警察署を除く。）等の窓口をご利
用ください。

～ 徳島県警察からのお知らせ ～
平平成成3300年年44月月11日日にに警警察察署署をを統統合合ししまますす

徳島西警察署と石井警察署が統合して徳島名西警察署となります。
徳島北警察署と板野警察署が統合して徳島板野警察署となります。
徳島東警察署が徳島中央警察署となります。

●徳島名西警察署は、現・徳島西警察署を本庁舎として徳島板野警察署は、現・徳島北警察署を本庁舎として運
用します。
●石井警察署・板野警察署の両庁舎には、統合後も引き続き、24時間体制で警察官が常駐し、事件・事故に対応
します。
●統合後も、石井警察署・板野警察署の両庁舎で取り扱う主な窓口業務は、次のとおりです。

●統合後、風俗営業・銃砲刀剣類・火薬類・古物営業・警備業・探偵業などの許認可申請・届出業務のほか、拾
得物の返還手続は、徳島名西警察署・徳島板野警察署の両本庁舎のみの取扱いとなります。

（お問合せ先）徳島市万代町2丁目5番地1 徳島県警察本部
警務課 警察署再編整備等総合計画推進室 ☎622‒3101

（警察署の連絡先） 徳島東警察署 ☎624‒0110
徳島西警察署 ☎632‒0110 石井警察署 ☎674‒0110
徳島北警察署 ☎698‒0110 板野警察署 ☎672‒0110

○徳島県警察のホームページ https : //www.police.pref.tokushima.jp/
○警察署の統合等に関する参考資料「警察署再編整備等総合計画」
https : //www.police.pref.tokushima.jp/00osirase／0001unei/docs/seibikeikaku1．pdf

徳島県警察の「警察署再編
整備等総合計画」QRコード ⇒
※PDFデータ（33．6MB）の
ダウンロードが始まります。

徳島県警察の
ホームページ QRコード ⇒
※ホームページへ移動します。
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い
ぬ
ね
こ
掲
示
板

～～平平成成3300年年度度春春期期 狂狂犬犬病病予予防防注注射射とと飼飼いい犬犬のの登登録録～～
狂犬病予防注射は，狂犬病予防法により毎年1回受ける義務があります。下記の日程で実施いたします
ので、ご都合のよい場所で注射を受けてください。
（雨天決行ですが、荒天のときは中止する場合があります。）

◎料金（一頭につき） 注射手数料 3，000円 登録手数料 3，000円 ※新規登録時のみ必要
つり銭のないようにお願いいたします。

※高齢や体調のため注射を受けられない場合、ご連絡の必要はありません。
※今回の注射を受けられなかった場合は、動物病院で注射を受けてください。
※注射の場所がわからない場合はまちみらい課（☎698‒9806）へお問合せください。

犬を飼育している皆さまへお願い
1．飼い犬は必ず登録し、鑑札・注射済票は首輪等に装着しましょう。

鑑札を装着することで、万が一迷子になった場合にも発見の可能性が高くなります。
2．狂犬病予防注射は、毎年1回は必ず受け、注射済票の交付を受けましょう。

狂犬病は、発病すると人も動物もほぼ100％死亡する恐ろしい病気です。必ず予防注射を受けましょう。
3．県外の獣医師や、徳島県獣医師会に加入していない獣医師による予防接種を受けた場合、

注射時に発行される証明書をご持参の上、まちみらい課にて注射済票（アルミプレート）の交付手続きを受けてくだ
さい（手数料：550円／頭）。
※注射済票の交付を受けなければ、注射を受けたことが記録されません。

4．登録事項の変更があった場合は、必ず手続きを行いましょう。
飼い犬が死亡した、引っ越した、飼い主が変わったなど、登録事項に変更がある場合は、まちみらい課まで届出を行
ってください。

5．犬は必ずつないで飼いましょう。
犬を放して散歩に行かせる、公園で放して遊ばせるなど、公共の場所で犬を放すことは絶対にしないでください。事
故の原因となることがあります。

6．フンは必ず持ち帰りましょう。
家に持ち帰り、燃やせるごみの日に出してください。用水路や田畑に投げ込んでもいけません。犬のフンの苦情が多
数寄せられ、不快な思いをされている方がいます。ご協力をよろしくお願いします。

技
能
検
定
試
験
の
ご
案
内

時 間

11：50～12：10

13：20～13：40

13：50～14：10

14：20～14：40

場 所

新喜来老人憩の家前（消防団第7分団詰所横）

百石須老人憩の家

大西公園前（県立防災センター西側）

八幡神社

地 区

新 喜 来

百 石 須

鯛 浜

江 尻

時 間

9：20～9：40

9：50～10：10

10：20～10：40

10：50～11：10

11：20～11：45

場 所

八坂神社

一宮建設重量駐車場

八幡神社

グリーンタウン北公園前

グリーンタウン中央公園前（防災施設側）

地 区

東 高 房

西 高 房

西 高 房

新 喜 来

新 喜 来

月日

4
月
11
日
㈬

11：50～12：10

13：20～13：40

13：50～14：10

14：20～14：40

14：50～15：10

鍋川団地老人憩の家前

太郎八須東老人憩の家前（外開公園）

荒神社

出来須老人憩の家（地域学習交流センタ－）

サンビレッジ北島

東 中 須

太郎八須

太郎八須

中 村

中 村

9：20～9：40

9：50～10：10

10：20～10：40

10：50～11：10

11：20～11：40

山田水道

天満神社

北村団地公園前（北島北老人憩の家前）

北島東児童館前

光風台老人憩の家前

北 村

北 村

北 村

中 村

中 村

4
月
12
日
㈭

13：20～13：40

13：50～14：10

14：20～14：40

14：50～15：10

15：20～15：40

栄通り公園前

板野郡農協北島支店

酒井酒店前

町立保育所前

北島町役場（庁舎南側）

中 村

中 村

中 村

中 村

中 村

9：20～9：40

9：50～10：10

10：20～10：40

10：50～11：10

11：20～11：40

11：50～12：10

水神社前

きたじま田岡病院職員駐車場前（病院の向かい）

鯛浜川久保公園前

鯛浜出口老人憩の家前（お庵さん）

鯛浜西ノ須北公園前

トレンディプラザ北島（ガソリンスタンド）南側

鯛 浜

鯛 浜

鯛 浜

鯛 浜

鯛 浜

江 尻

4
月
13
日
㈮

バ
ン
ビ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
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内 容

介護職員初任者としての資
格を取得するための講習
（130時間）

医療事務の検定受験に必要
な知識と技能を習得するた
めの講習

ワードの基本から応用まで
の機能の習得及びMOS
ワード検定受験のための講
習
エクセルの基本から応用ま
での機能習得及びMOSエ
クセル検定受験のための講
習
写真の挿入、表計算、ハガ
キ作成、住所録、宛名印刷、
名刺作成、プレゼンテーシ
ョン資料作成など実用的な
機能を習得

写真の挿入、表計算、ハガ
キ作成、住所録、宛名印刷、
名刺作成、プレゼンテーシ
ョン資料作成など実用的な
機能を習得

ワード・エクセル・パワー
ポイントの基本から応用ま
での機能を習得するための
講習

ストレス回避方法・心と身
体の健康管理・あいさつ・
表情・名刺交換等

時間・定員
申込締切日

9：30～16：30
20名
5月21日㈪

10：00～16：00
30名
6月26日㈫

9：00～16：00
20名
4月26日㈭

9：00～16：00
20名
5月21日㈪

19：00～21：00
20名
5月28日㈪

19：00～21：00
20名
8月27日㈪

10：00～16：00
20名
7月10日㈫

13：00～16：00

13：30～16：30

開 催 期 間

6月10日㈰～11月11日㈰
（講義・演習15日間／実習1日）
【一部は通信形式：レポート提出】

7月7日㈯～11月11日㈰
（土曜7日・日曜8日の15日間）

5月9日㈬～6月1日㈮
（月・水・金曜日の11日間）

6月4日㈪～6月29日㈮
（月・水・金曜日の11日間）

6月6日㈬～6月29日㈮
（水・金曜日の8日間）

9月5日㈬～9月28日㈮
（水・金曜日の8日間）

7月22日㈰～11月4日㈰
（土曜6日・日曜7日の13日間）

5月9日㈬・6月4日㈪
7月7日㈯・7月22日㈰

11月11日㈰

科 目

介護職員初任者研修

医 療 事 務 講 習

ワード検定

エクセル検定

第1回
ワード
エクセル
パワーポイント
第2回
ワード
エクセル
パワーポイント

ワード
エクセル
パワーポイント

就 職 支 援 セ ミ ナ ー

昼間

夜間

土・日

パ

ソ

コ

ン

講

習

平成30年度 母子家庭の母・父子家庭の父及び寡婦のための
「就業支援講習会」募集案内〈受講料・無料〉

母子家庭の母、父子家庭の父及び寡婦の就業を支援し、自立と生活の安定を図るため、
就業に役立つ知識技能の習得や、資格を取得するための就業支援講習会を開催します。

受講対象者：母子家庭の母及び父子家庭の父（配偶者の暴力により、親と子で避難をしている等、婚姻の実態は
失われているが、止むを得ない事情により離婚の届出を行っていない方を含みます。）並びに寡婦。
なお、講習会が定員に満たない場合は、母子家庭及び父子家庭の子も受講できる場合がありますの
でお問合せください。

科目／日程：平成30年度就業支援講習科目と開催日のとおり
場 所：徳島市中昭和町1丁目2番地 徳島県立総合福祉センター他
受 講 料：無料（テキスト等に要する費用は、受講者負担となります。）
申 込 方 法：所定の申込書に必要事項を記入し、印鑑持参の上、本人が次の申込先へお申し込み下さい。

※介護職員初任者研修申込者は、運転免許証等、本人確認ができるものが必要です。

お問合せ・お申し込み先
公益財団法人 徳島県母子寡婦福祉連合会
〒770－0943 徳島市中昭和町1丁目2番地 県立総合福祉センター2F

☎：654‒7418・7414 �：654‒7414
メール：boshi‐04＠song.ocn.ne.jp 担当：池田 啓子

〈講習科目と開催期間等〉

2018．3 町報（１５）
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第
30
回
北
島
町
少
年
少
女
駅
伝
大

会
が
、
1
月
27
日
㈯
に
北
公
園
総
合

体
育
館
周
辺
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
、

男
子
12
チ
ー
ム
・
女
子
5
チ
ー
ム
の

参
加
が
あ
り
、
1
区
間
1
・
5
㎞
の

全
7
区
間
で
タ
ス
キ
リ
レ
ー
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

主
な
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
優
勝

男
子
の
部

北
島
小
学
校
Ａ

タ
イ
ム

40
分
33
秒

女
子
の
部

北
島
北
小
学
校
Ａ

タ
イ
ム

42
分
58
秒

○
準
優
勝

男
子
の
部

北
島
北
小
学
校
Ａ

タ
イ
ム

41
分
02
秒

女
子
の
部

北
島
小
学
校
Ａ

タ
イ
ム

43
分
04
秒

○
3
位

男
子
の
部

北
島
南
小
学
校
Ａ

タ
イ
ム

41
分
38
秒

女
子
の
部

北
島
南
小
学
校
Ａ

タ
イ
ム

47
分
45
秒

▽
区
間
賞
（
男
子
）

1
区

上
藤
蓮
斗

タ
イ
ム
5
分
19
秒

2
区

林
海
斗

タ
イ
ム
5
分
29
秒

3
区

須
戸
悠
世

タ
イ
ム
5
分
48
秒

4
区

島
谷
哲
平

タ
イ
ム
6
分
5
秒

5
区

辻
本
惺
耀

タ
イ
ム
5
分
33
秒

6
区

山
田
龍
翔

タ
イ
ム
5
分
56
秒

7
区

大
黒
幸
優

タ
イ
ム
5
分
30
秒

▽
区
間
賞
（
女
子
）

1
区

久
次
米
七
望
タ
イ
ム
5
分
34
秒

2
区

湯
浅
若
葉

タ
イ
ム
5
分
45
秒

3
区

藤
川
紗
良

タ
イ
ム
6
分
22
秒

4
区

谷
菜
々
美

タ
イ
ム
6
分
12
秒

5
区

吉
村
凜
花

タ
イ
ム
5
分
42
秒

6
区

久
米
梨
心

タ
イ
ム
5
分
56
秒

7
区

泉
彩
花

タ
イ
ム
6
分
3
秒

北北
島島
町町
体体
育育
協協
会会
だだ
よよ
りり

社会福
祉法人

北
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

◎
行
事
予
定
（
3
月
）

★
3
月
11
日

北
島
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

★
3
月
17
日
・
18
日

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
Ｂ
2
リ
ー

グ
戦

★
3
月
21
日

板
野
郡
空
手
道
大
会

北
島
北
公
園
総
合
体
育
館

か
ら
お
知
ら
せ

平
成
30
年
3
月
か
ら
外
壁
改
修
工

事
を
行
い
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
ま
し
て
、
駐
車
ス

ぺ
ー
ス
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ご
利
用
の
皆
様
に
は
、
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご

協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

2
月
度
月
例
杯

期
日

2
月
2
日
㈮

参
加
数
38
名

場
所

北
島
町
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

優

勝

田
中

勢
次

30
打

準
優
勝

柏
木

操

33
打

第
3
位

吉
田
千
恵
子

33
打

第
4
位

勢
井

明
美

35
打

第
5
位

北
島

誠
子

36
打

北北
島島
北北
公公
園園

総総
合合
体体
育育
館館

（（
ササ
ンン
フフ
ララ
ワワ
ーー
ドド
ーー
ムム
））

だだ
よよ
りり

月
例
大
会
に
お
い
て
、強
風
の
中
、

前
川
さ
ん
が
素
晴
ら
し
い
成
績
で

見
事
優
勝
し
た
。新
春
大
会
で
は
、

田
村
さ
ん
が
初
優
勝
に
輝
い
た
。

北
島
町
Ｔ
Ｂ
Ｇ

協
会
だ
よ
り

月
・
日

大

会

名

称

チ
ー
ム・
人
員

成

績

グ
ロ
ス
ネ
ッ
ト

1
・
27

第
二
十
六
回
北
島
町
新
春
大
会

場
所

親
水
公
園
ゆ
と
り
芝
コ
ー
ス

（
プ
ラ
ス
ハ
ン
デ
）

36
名

男
子

優
勝

田
村

健
治

二
位

池
田

滋

三
位

阿
部

義
夫

女
子

優
勝

岡
部

文
子

二
位

阿
部
美
恵
子

三
位

志
津

君
子

ベ
ス
グ
ロ

田
村

健
治

81868482878981

8186878893101

2
・
17

二
月
度
月
例
大
会

場
所

親
水
公
園
ゆ
と
り
芝
コ
ー
ス

34
名

優
勝

前
川

秋
男

二
位

坂
東

丈
彦

三
位

藤
崎
恵
美
子

ベ
ス
グ
ロ

岡
部

文
子

8310310681

586970

北
島
町
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
協
会
だ
よ
り

活動重点

優
勝

北
島
小
学
校
Ａ（
男
子
チ
ー
ム
）

優
勝

北
島
北
小
学
校
Ａ（
女
子
チ
ー
ム
）

2018．3 町報 （１６）



��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��

小さな掛金、大きな補償

平成29年12月作成　17-Ｔ08554

〈引受幹事保険会社〉
東京海上日動火災保険株式会社
担当課 公務第2部 文教公務室

〈共同引受保険会社（平成30年4月予定）〉
あいおいニッセイ同和  共栄火災  損保ジャパン日本興亜
大同火災  東京海上日動  日新火災  三井住友海上  AIG損保

TEL 03-3515-4346（平日9：00～17：00）

※事故の日からその日を含めて180日以内の死亡、後遺障害、入院、手術、
通院が対象となります。
※上記に加え、賠償責任保険、突然死葬祭費用保険も付帯されています。

この広告はスポーツ安全保険の概要についてご紹介したものです。ご加入の際には、必ず「スポーツ
安全保険のあらまし」および「重要事項説明書」をよくお読みください。詳細は保険約款および特約
書によりますが、ご不明の点がございましたら（公財）スポーツ安全協会または東京海上日動火災保
険（株）までお問い合わせください。

検索スポーツ安全協会
保険の詳しい内容、資料の請求は、
ホームページをご覧ください。
※インターネットからも加入受付をおこなっております。

加入対象者 補償対象となる団体活動

子ども

加入区分・掛金

（中学生以下）

全年齢

大人
（高校生
以上）

※特別支援学
校高等部の
生徒を含む 上記団体活動に加え、個人活動も対象

死亡保険金 ： 2,000万円
後遺障害保険金 ： 3,000万円（最高額）
入院保険金 ： 4,000円 /1日
通院保険金 ： 1,500円 /1日（30日限度）

スポーツ活動

スポーツ活動

危険度の高いスポーツ

※スポーツ活動を行う場合は対象となりません。

※右記年齢の判断は、｢平成30年4月1日｣と｢掛金
の支払い手続きを行う日｣のいずれか遅い日の
年齢を基準とします。

スポーツ活動の指導・審判

文化活動 ボランティア活動 地域活動

文化活動 ボランティア活動 地域活動
準備・片付け・応援・団体員の送迎

年間掛金
（1人当たり）

A1

AW

A2

D

800円

1,450円

1,850円

1,200円

800円

11,000円

C
64歳以下

B
65歳以上

対象となる事故

補償内容は、加入区分によって異なります。
詳しくは、ホームページなどをご覧ください。

加入区分

A1、C、A2区分
の場合

例 傷
害
保
険

 4名以上の団体・
グループで

ご加入ください。

 4名以上の団体・
グループで

ご加入ください。

対象となる事故

保険期間

団体活動中の事故/往復中の事故

平成30年4月1日0時から
平成31年3月31日24時まで
補償内容

年間掛金には、制度運営費（10円）が含まれます。

公益財団法人 スポーツ安全協会
655-3660 電話受付時間　8時半～１７時15分（土、日、祝日を除く。）

〒770-0942 徳島市昭和町三丁目35番地1徳島県支部
〈（公財）徳島県体育協会内〉

北北
島島
スス
ポポ
ーー
ツツ
クク
ララ
ブブ
会会
員員
募募
集集
のの
おお
知知
らら
せせ

北
島
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
平
成
30

年
度
の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

Ｎ
Ｅ
Ｗ
ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
に
、

複
数
の
種
目
が
あ
り
、
ど
の
種
目
に

複
数
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
も
、
会

費
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

参
加
希
望
者
は
別
途
町
報
折
り
込

み
チ
ラ
シ
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

尚
、
3
月
12
日
㈪
よ
り
、
教
育
委

員
会
で
受
付
を
始
め
ま
す
。

北島ジュニア陸上クラブ 新入部員募集
今年も、徳島駅伝が終わりました。板野郡は北島町内選手の活躍により5位入賞しました。
当クラブ会員、元会員、小学生から大学生まで7名の選手が出場しました。小学生区間に男子2名、
女子2名が選ばれました。昨年は、全国クロスカントリー研修大会にも初出場、全国小学生陸上競技
交流大会には7年連続全国大会出場を達成しました。
これからも小学生の陸上競技の正しい技術を身につける必要があります。
練習内容は、走る、飛ぶ、投げる、陸上競技全般です。今年は、個人種目、400ⅿリレー、駅伝で
全国大会を目指します。
① 対象児童 新1年生～6年生、中学生 現在会員 小学生36名、中学生15名
② 練習時間 月曜日・水曜日・木曜日（17：00～18：00） 土曜日（9：00～10：00）

土・日曜日の大会 年25回程度
③ 練習場所 北公園スポーツ広場、中央公園グラウンド、大塚スポーツパーク第二陸上競技場、

鳴門内の海総合公園、月見ヶ丘海浜公園、吉野川河川敷、眉山・大麻山・妙見山周
辺、親水公園

④ 会 費 一括 年会費のみ 小学生7，000円 中学生4，000円 年度は4月1日から翌年3月31日まで
スポーツ保険 陸協登録費 グラウンド使用料 北島スポーツクラブ会費等

⑤ 申込方法 教育委員会 北公園体育館事務所 各小学校 入部は、年間いつでも可能です。
⑥ 指 導 者 日本体育協会（公認 JAAFジュニアコーチ）徳島陸協公認審判員 北島町スポー

ツ推進委員 現・元陸上競技選手
⑦ お問合せ 指導者代表 中野甫（☎・�698‒4578） ホームページ（北島ジュニア陸上クラブ）

（北島スポーツクラブ）
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優優
勝勝

小小
学学
生生
ドド
ッッ
ジジ
ボボ
ーー
ルル
選選
手手
権権

北北
島島
童童
夢夢
ＡＡ

2
月
4
日
㈰
、
北
島
北
公
園
総
合

体
育
館
に
お
い
て
、
第
27
回
春
の
全

国
小
学
生
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
選
手
権
徳

島
県
予
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
北
島

童
夢
Ａ
が
優
勝
し
、
3
月
25
日
㈰
、

三
重
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に

出
場
し
ま
す
。
全
国
大
会
で
も
「
最

後
の
一
球
一
秒
ま
で
」
全
力
で
戦
い
、

上
位
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

北
島
童
夢
で
は
、
新
入
部
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

来
年
度
も
北
島
童
夢
で
一
緒
に
全

国
大
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
!!!

対

象

新
小
一
年
生
〜
新
小
六

年
生

練
習
場
所

北
島
小
学
校
体
育
館

北
島
北
公
園
総
合
体
育
館

練
習
時
間

木

17
時
〜
19
時

土

13
時
〜
17
時

お
問
合
せ

北
島
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ

北
島
童
夢

（
事
務
局
）
福
永

〇
九
〇
―
七
六
二
六
―
〇
八
三
三

臨
時
体
験
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

寒
波
猛
吹
雪
が
一
息
つ
い
た
好
天

の
2
月
14
日
㈬
、
北
島
町
社
会
福
祉

協
議
会
会
長
杯
（
会
長
倉
本
裕
敏
）

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
町
コ
ー
ト
で

華
々
し
く
開
か
れ
ま
し
た
。

第
68
回
大
会
の
輝
か
し
い
歴
史
を

作
り
上
げ
て
来
た
競
技
者
に
倉
本
会

長
よ
り
祝
福
と
激
励
の
挨
拶
が
あ
り
、

倉
本
会
長
の
始
球
式
で
競
技
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

会
員
と
初
心
者
20
名
が
参
加
。
5

名
で
チ
ー
ム
を
組
み
4
チ
ー
ム
編
成

の
紅
白
対
抗
戦
の
競
技
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

難
関
の
第
一
ゲ
ー
ト
通
過
の
喜
び

や
、
他
球
に
タ
ッ
チ
し
ス
パ
ー
ク
打

撃
の
快
感
を
味
わ
い
、
一
喜
一
憂
し

つ
つ
も
お
互
い
を
讃
え
あ
う
歓
声
が

上
り
、
和
気
藹
々
と
親
睦
交
流
の
輪

が
広
が
り
楽
し
い
意
義
あ
る
競
技
大

会
の
一
日
で
し
た
。

小
学
校
六
年
間
の
柔
道
生
活
を
振
り
返
っ
て

北
島
南
小
六
年

中

野

穂
乃
香

私
が
、
柔
道

を
始
め
た
の
は
、

6
才
の
と
き
で

し
た
。
見
学
し

に
来
た
時
に
は
、

す
ご
い
と
か
、
楽
し
そ
う
だ
と
思
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
5
年
生
の
と
き

に
キ
ャ
プ
テ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
キ

ャ
プ
テ
ン
に
な
っ
た
時
、
私
に
い
ま

ま
で
の
人
達
と
同
じ
よ
う
に
で
き
る

の
か
な
と
不
安
に
な
り
ま
し
た
。
私

は
、
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
の
責
任
に

た
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
ケ
ガ
を

し
た
り
し
た
の
で
練
習
を
休
む
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
先
生
や
仲

間
が
支
え
て
く
れ
て
、
キ
ャ
プ
テ
ン

は
代
わ
っ
て
も
ら
っ
た
け
ど
、
練
習

に
行
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
他
に
も
四
国
強
化
に
え
ら

ん
で
も
ら
っ
た
こ
と
が
思
い
出
に
残

っ
て
い
ま
す
。
と
て
も
強
い
人
が
な

る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
の
で
、
自
分

が
な
れ
て
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
ま

た
、
合
宿
に
行
け
た
り
し
た
の
で
、

な
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
、

全
国
大
会
の
予
選
で
は
、
2
年
連
続

で
決
勝
で
負
け
て
し
ま
っ
て
本
戦
に

は
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
け
ど
、
そ

の
予
選
に
向
け
て
が
ん
ば
っ
た
こ
と

は
、
意
味
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
柔
道
を
し
て
、
い
ろ
ん
な

こ
と
を
知
っ
た
し
、
た
く
さ
ん
の
友

達
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
試
合

を
た
く
さ
ん
し
て
い
く
中
で
、
勝
っ

た
と
き
の
う
れ
し
さ
と
負
け
た
と
き

の
く
や
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。
私
は
、

中
学
生
で
も
柔
道
を
続
け
る
つ
も
り

な
の
で
、
今
ま
で
以
上
に
練
習
を
が

ん
ば
っ
て
、
次
こ
そ
全
国
大
会
に
行

き
た
い
で
す
。
ま
た
、
今
ま
で
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
や
親
、
仲
間

に
感
謝
し
て
い
き
た
い
で
す
。

練
習
生
募
集

場

所

北
島
町
立
武
道
館
1
Ｆ

柔
道
場

幼
児
〜
小
学
校
6
年
生
ま
で

練
習
日

㈭
・
㈮

19
時
〜
21
時

㈯

18
時
〜
20
時

お
問
合
せ
先

片
岡
孝
志

0
9
0
―
1
0
0
8
―
5
4
4
0

�
健
康
長
寿
�

輝
か
し
い
第
68
回
の
歴
史
を
迎
え
た

北
島
町
社
協
会
長
杯
大
会

北
島
町

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

部
だ
よ
り

第68回大会で倉本会長の始球式と参加された
競技者の皆さん

優
勝
し
た
皆
さ
ん
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3
月
の
お
知
ら
せ

おお
知知
らら
せせ

ひ
ょ
う
た
ん
遊
歩
道
の
特
別
開
放

大
鵬
薬
品
工
業
ひ
ょ
う
た
ん
遊
歩

道
は
、
平
日
の
昼
間
に
開
放
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
桜
が
開
花
す
る
こ
の
時

期
は
、
次
の
と
お
り
夜
間
も
特
別
に

開
放
し
て
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
行
い

ま
す
。

【
期
間
】
三
月
二
十
七
日
〜
四
月
八
日

【
時
間
】
八
時
か
ら
二
十
時
ま
で

多
重
債
務
で
お
悩
み
の
方
に

四
国
財
務
局
に
は
、
借
金
を
抱
え

悩
ん
で
お
ら
れ
る
方
々
の
た
め
の

「
相
談
窓
口
」
が
ご
ざ
い
ま
す
。
一

人
で
悩
ま
ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

必
要
に
応
じ
て
、
弁
護
士
・
司
法
書

士
な
ど
の
法
律
専
門
家
へ
の
引
継
ぎ

も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

【
相
談
方
法
】
相
談
は
無
料
で
す
。

ま
ず
お
電
話
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
】
四
国
財
務
局

多
重
債

務
者
相
談
窓
口

☎
〇
八
七
―
八
一
一
―
七
八
〇
一

�
〇
八
七
―
八
二
三
―
二
〇
二
五

住
所：

高
松
市
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松

三
番
三
十
三
号

サ
ン
ポ
ー
ト
合

同
庁
舎
（
南
館
）

【
受
付
時
間
】
月
曜
日
〜
金
曜
日

（
祝
日
及
び
十
二
月
二
十
九
日
〜

一
月
三
日
を
除
く
）

九
時
〜
十
二
時
、十
三
時
〜
十
七
時

催

し

北
高
ロ
ー
ド
商
店
街

第
三
回

桜
ウ
ォ
ー
ク
＆
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

北
高
ロ
ー
ド
商
店
街
加
盟
店
を
巡

り
な
が
ら
、
お
得
な
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

抽
選
会
も
あ
り
ま
す
よ
。

【
日
時
】
四
月
七
日
㈯

九
時
〜
十
二
時
半

※
大
雨
の
場
合
は
翌
日
に
順
延

【
コ
ー
ス
】
勝
瑞
駅
ス
タ
ー
ト
〜
北

高
ロ
ー
ド
商
店
街
〜
大
鵬
薬
品
工

業
ひ
ょ
う
た
ん
遊
歩
道

【
参
加
費
】
大
人
千
円
、
小
学
生
以

下
五
百
円
（
当
日
集
金
）

【
定
員
】百
五
十
名（
先
着
申
込
順
）

【
申
込
み
】
加
盟
店
に
申
込
書
を
備

え
て
い
ま
す
。
ま
た
は
商
店
街
Ｈ

Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
締
切
り
】
三
月
三
十
一
日
㈯

【
お
問
合
せ
】
北
高
ロ
ー
ド
商
店
街・

梶
木
材
店

☎
六
九
八
―
二
七
五
五

藤
井
木
工

�
六
九
八
―
二
三
四
四

「
ひ
ょ
う
た
ん
遊
歩
道
」

花
見
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
鵬
薬
品
工
業
（
株
）
北
島
工
場

の
「
ひ
ょ
う
た
ん
遊
歩
道
」
に
植
え

ら
れ
て
い
る
十
一
種
類
、
五
百
六
十

本
の
桜
が
開
花
す
る
こ
の
時
期
に
、

遊
歩
道
を
巡
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開

催
し
ま
す
。

【
日
程
・
コ
ー
ス
】
四
月
一
日
㈰

午
前
九
時
に
総
合
庁
舎
正
面
玄
関

前
を
出
発
し
て
、
ひ
ょ
う
た
ん
遊
歩

道
を
巡
り
、
元
に
戻
っ
て
く
る
計

三
・
五
㎞
の
コ
ー
ス
で
す
。

【
参
加
者
数
】
三
十
人
ま
で

【
締
切
り
】
三
月
二
十
日
㈫

【
申
込
み
・
お
問
合
せ
】

ま
ち
み
ら
い
課

（
☎
六
九
八
―
九
八
〇
六
）

【
協
力
】

大
鵬
薬
品
工
業
（
株
）
北
島
工
場

北
島
町
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

笑
い
ヨ
ガ
講
師：

清
水
素
子
さ
ん

く
ら
し
の
講
座

〜
最
近
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

の
手
口
に
つ
い
て
〜

北
島
町
消
費
者
協
会
で
は
、
消
費

者
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、
次
の

と
お
り
、
く
ら
し
の
講
座
を
実
施
い

た
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
三
月
二
十
二
日
㈭

十
四
時
〜
十
五
時

【
場
所
】
庁
舎
五
階
研
修
室

【
講
師
】
松
茂
・
北
島
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー

相
談
員
上
田
め
ぐ
み
さ

ん
【
参
加
方
法
】
当
日
、
会
場
へ
直
接

お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】
ま
ち
み
ら
い
課

（
☎
六
九
八
―
九
八
○
六
）

楽
育
マ
マ
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー

子
育
て
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぶ
講

習
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
三
月
二
十
六
日
㈪

受
付：

十
三
時
四
十
五
分
〜

開
始：

十
四
時
〜

（
十
五
時
半
ま
で
を
予
定
）

【
場
所
】
庁
舎
六
階
大
会
議
室

【
内
容
】
テ
キ
ス
ト
を
利
用
し
て
具

体
的
事
例
を
通
し
て
、
親
の
対
応

を
参
加
者
と
一
緒
に
考
え
て
い
き

ま
す
。

【
講
師
】
山
田
し
の
ぶ
さ
ん
（
楽
育

ワ
ー
ク
シ
ニ
ア
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
）

【
参
加
費
】
無
料

【
対
象
】
三
歳
頃
ま
で
の
お
子
様
の

保
護
者
（
お
子
様
連
れ
の
参
加
も

大
丈
夫
で
す
）

【
参
加
人
数
】
十
名

【
申
込
先
】
民
生
児
童
課

（
☎
六
九
八
―
九
八
〇
二
）

【
申
込
方
法
】
電
話
又
は
窓
口

【
申
込
期
間
】
三
月
一
日
〜
二
十
日

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
き
り
）

募

集

公
共
職
業
訓
練

受
講
生
募
集

■
Ｃ
Ａ
Ｄ
機
械
科

■
住
環
境
計
画
科
デ
ュ
ア
ル

※
概
ね
四
十
五
歳
未
満
の
方
対
象

【
訓
練
期
間
】
六
か
月

〔
五
月
七
日
〜
十
月
三
十
一
日
〕

【
対
象
者
】
公
共
職
業
安
定
所
に
求

職
の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
方
な

ど
（
選
考
あ
り
）

【
受
講
料
】
無
料

（
テ
キ
ス
ト
代
等
は
必
要
）

【
募
集
期
間
】
三
月
一
日
〜
四
月
二
日

【
お
問
合
せ
】
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

徳
島
☎
六
五
四
―
五
一
〇
二

（
土
日
祝
を
除
く
、
平
日
九
時
〜

十
七
時
）

いい
ぬぬ
ねね
ここ
掲掲
示示
板板

〜
ペ
ッ
ト
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
ら

脱
走
や
迷
子
に
よ
っ
て
ペ
ッ
ト
が

行
方
不
明
に
な
っ
た
場
合
は
、
早
急

に
次
の
各
機
関
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

ま
ち
み
ら
い
課

（
☎
六
九
八
―
九
八
〇
六
）

徳
島
北
警
察
署

（
☎
六
九
八
―
〇
一
一
〇
）

徳
島
県
動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー

（
☎
六
三
六
―
六
一
二
二
）

※
ま
た
、
キ
ュ
ー
テ
レ
ビ
（
☎
六
九

八
・
〇
八
一
一
）
へ
連
絡
す
る
と
、

行
方
不
明
情
報
を
放
送
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
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（
松
茂
町
役
場
内
） 

☎
六
九
九
―
三
四
四
一 

相
談
電
話
☎
六
九
九
―
六
六
一
一 

板
野
東
部
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

急ブレーキ・急停止異常接近 ! ハイビーム・クラクション

左側追越し !幅寄せ ! 進路妨害 !

あおりあおり

あおりあおりあおりあおり
運転禁止運転禁止

運転禁止運転禁止
車は凶器じ

ゃない!
車は凶器じ

ゃない!
車は凶器じ

ゃない!
車は凶器じ

ゃない!

まな
あっぷ

����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����

（1月届分）
（敬称略）

慶慶

弔弔

ひ
き
こ
も
り
等
の
支
援
に
携
わ
る
人
材
養
成
の
た
め
の
講
習
会
よ
り
③

島
根
大
学
教
授
・
臨
床
心
理
士

岩
宮
恵
子
氏
の
講
演
か
ら

◆
大
人
に
な
る
こ
と
と
は

子
ど
も
か
ら
大
人
へ
変
わ
る
思
春

期
に
は
大
き
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
蝶
が
羽
化
す
る
前
の
サ

ナ
ギ
と
似
て
お
り
、
サ
ナ
ギ
（
子
ど

も
）
の
硬
い
殻
の
中
で
新
し
い
自
分

に
変
化
し
て
お
り
、
こ
れ
が
破
れ
て

し
ま
う
と
き
ち
ん
と
し
た
蝶
（
大

人
）
に
な
れ
な
く
な
る
。
周
囲
は
サ

ナ
ギ
を
不
用
意
に
つ
つ
か
な
い
よ
う

に
配
慮
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。

子
ど
も
は
人
間
関
係
に
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
て
お
り
地
味
に
傷
つ
い
て
い

る
。
イ
ツ
メ
ン
（
い
つ
も
の
メ
ン

バ
ー：

友
達
と
は
限
ら
な
い
）
が
お

ら
ず
ボ
ッ
チ
（
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
）
は

辛
い
。
誰
か
と
つ
な
が
っ
て
い
な
い

時
は
消
え
て
し
ま
う
よ
う
な
不
安
に

な
る
。
そ
う
し
た
子
ど
も
は
自
己
肯

定
感
（
ほ
め
て
育
て
れ
ば
養
え
る
か

と
い
え
ば
そ
う
で
も
な
い
）
が
低
い
。

自
己
肯
定
感
は
他
者
と
円
滑
に
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
営
む
能
力
と
直

結
し
て
い
る
。
自
虐
的
に
「
コ
ミ
ュ

障（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
）」

と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
り
し
て
い
る

が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
は
、

相
手
と
の
関
係
次
第
で
高
く
も
低
く

も
な
り
う
る
。
個
人
の
能
力
で
は
な

く
、
相
手
と
の
関
係
の
産
物
と
考
え

る
と
自
分
の
努
力
だ
け
で
は
得
ら
れ

な
い
も
の
で
あ
る
。

◆
大
人
が
子
ど
も
に
で
き
る
こ
と
は

次
の
四
つ

①
成
長
の
節
目
に
は
よ
く
な
い
こ
と

が
起
こ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
く
。

（
よ
い
子
が
再
び
よ
い
子
に
な
る

た
め
に
は
悪
い
子
に
な
る
必
要
が

あ
る
。）

②
子
ど
も
に
否
定
さ
れ
る
こ
と
を
恐

れ
な
い
。（
そ
の
子
を
嫌
い
に
な
ら

な
い
。）

③
後
ろ
向
き
な
言
葉
に
対
し
て
無
理

の
あ
る
ポ
ジ
転
は
し
な
い
。（
支
援

者
が
安
心
す
る
た
め
の
言
葉
に
し

な
い
。「
そ
う
か
今
は
そ
ん
な
感
じ

な
の
か
。」と
言
え
る
よ
う
に
。）

④
言
葉
に
す
る
前
の
ノ
イ
ズ
の
よ
う

な
つ
ぶ
や
き
に
耳
を
傾
け
る
。

◆
思
春
期
の
こ
こ
ろ
を
守
る
た
め
に

大
人
が
大
切
に
し
な
い
と
い
け
な

い
こ
と
は
次
の
三
つ

①
ど
こ
ま
で
も
子
ど
も
を
理
解
し
て

い
こ
う
と
大
人
が
そ
ば
に
立
ち
続

け
る
こ
と
。

②「
価
値
観
が
違
う
」と
考
え
る
よ
り

「
優
先
順
位
が
違
う
」
と
考
え
る
。

③
生
き
て
い
く
上
で
一
番
う
ん
ざ
り

す
る
こ
と
は
結
果
が
す
ぐ
に
出
な

い
こ
と
だ
が
、
そ
れ
に
耐
え
て
い

く
力
を
大
人
が
持
つ
必
要
性
。

○
相
談
連
絡
先

・
ス
マ
イ
ル
テ
レ
ホ
ン
（
六
九
九
―

六
六
一
一
）

・
携
帯
相
談
電
話
（
〇
九
〇
―
一
〇

〇
五
―
六
六
一
一
）

・
メ
ー
ル
相
談
（w

ish.soudan@
docom

o.ne.jp

）

徳島北警察署広報 ☎698 ‒ 0110
～もしも あなたが あおられた場合～

中小企業の福利厚生を応援します！

中

川

大

輔

亜
矢
子

は
る

と

二
男

晴

翔

江

尻

大

西

聡

千

香

さ

な

長
女

紗

愛

江

尻

河

上

真

也

恵

理

え

ま

長
女

愛

茉

江

尻

福

田

直

也

佳

織

こ
う
た
ろ
う

長
男

宏
太
朗

北

村

中

川

恵
津
子

い

お

り

二
男

一
桜
理

太
郎
八
須

岩

山

和

幸

香

織

と

わ

長
男

叶

和

中

村

福

山

貴

浩

裕

美

は
る

と

二
男

晴

翔

鯛

浜

武

田

和

也

智

加

あ
さ

ひ

長
女

麻

暖

高

房

久
次
米

恭

輔

麻

理

ゆ

い

長
女

結

衣

鯛

浜

三

木

洋

平

怜

奈

は

長
女

こ
と
葉

鯛

浜

中

西

謙
一
郎

千

陽

こ

は
る

長
女

小

春

江

尻

北

江

潤

平

晴

愛

み

お
り

長
女

望

織

北

村

走

川

拓

也

彩

茄

す

ず

長
女

紗

未

鯛

浜

新

谷

竜

太

小
百
合

き
ょ
う

か

三
女

京

華

鯛

浜

吉

川

利

樹

真

澄

ゆ

り

な

長
女

由
里
菜

中

村

徳島県警察

対処方法
○進路を譲ってもしつこくあおってくる場合は、相手に
せず無視する。

○ドライブレコーダーを設置する。
○十分な車間距離の確保と安全な速度で走行する。
○高速道路の場合、走行車線の走行が基本です。

注意点
○普段から交通マナーを守り、安全運転をすること。
○前方を走行する車両に、無理な追い付き、追い越しは
しないこと。

○相手から逃げるためにスピードを出さないこと。
○一本道でも、進路を譲れる場所まで相手にせず無視す
ること。

○相手に止められた時は、道路脇に停車し
て警察に通報し、警察が到着するまで施
錠した車内で待機すること。
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お
く
や
み

私
は
、「
書
道
家
」
と
し
て
、

仕
事
、
ま
た
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で

様
々
な
活
動
を
さ
せ
て
頂
い
て
い

ま
す
。
小
さ
い
頃
か
ら
習
字
を
始

め
、
高
校
の
書
道
部
で
の
経
験
や
、

四
国
大
学
文
学
部
書
道
文
化
学
科

で
書
道
を
専
攻
し
た
経
験
か
ら
、

「
書
」
を
活
か
し

た
仕
事
に
就
き
た

い
と
思
い
、
今
の

会
社
に
就
職
し
ま

し
た
。

私
は
、
徳
島
市

川
内
町
に
あ
る
、

掛
軸
や
額
等
の
制
作
販
売
を
行
っ

て
い
る
、（
有
）
阿
波
掛
軸
堂
で

勤
務
し
て
い
ま
す
。
私
の
主
な
仕

事
内
容
は
、「
般
若
心
経
」
や
「
南

無
阿
弥
陀
佛
」
と
い
っ
た
掛
軸
の

本
紙
（
中
央
の
部
分
）、
家
系
図
、

掛
軸
を
入
れ
る
桐
箱
の
フ
タ
書
き

や
お
寺
の
山
門
の
看
板
、
ま
た
、

命
名
や
お
地
蔵
さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト

を
書
い
た
り
等
、
書
に
関
し
て
は

す
べ
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
最
近

で
は
、
お
仏
壇
の
中
に
あ
る
過
去

帳
や
、
繰
り
出
し
位
牌
の
白
木
板

の
代
筆
が
多
く
、
私
が
書
い
た
作

品
の
前
で
手
を
合
わ
せ
て
頂
け
る

事
を
考
え
る
と
、
本
当
に
あ
り
が

た
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

ま
た
、
年
に
数
回
は
、
東
京
・
京

都
・
大
阪
な
ど
全
国
で
展
示
会
に

出
展
し
、
そ
の
中
で
書
の
実
演
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
平
成
二
十
七
年
に

は
、
イ
タ
リ
ア
・
ミ
ラ
ノ
に
て
展
示

会
に
出
品
し
、
書
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
も
行
い
ま
し
た
。
昨
年
は
、
大
阪

梅
田
の
紀
伊
國
屋
書
店
や
東
急
ハ
ン

ズ
で
も
、
実
演
販
売
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
本
職
は
、「
書
道
家
」
で

す
が
、
電
話
や
営
業
、
弊
社
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
に
来
ら
れ
た
お
客
様
へ
の
対

応
な
ど
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

展
示
会
等
に
て
、
実
際
に
お
客
様
の

お
声
が
聞
け
る
の
で
、
そ
の
度
に
、

『
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
こ
う
！
』

と
い
う
気
持
ち
に
さ
せ
て
頂
け
ま
す
。

ま
た
、二
年
程
前
か
ら
、プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
で
も
様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

北
島
町
に
あ
る
「
ポ
ッ
ポ
亭
」
の
住

啓
子
さ
ん
を
筆
頭
に
結
成
さ
れ
た
、

「
阿
波
遊
山
」
に
所
属
し
、
徳
島
伝

統
の
遊
山
箱
を
広
め
る
活
動
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
遊
山
箱
も
一

か
ら
手
作
り
で
制
作
、
書
や
絵
な
ど

で
デ
ザ
イ
ン
し
、
そ
れ
を
阿
波
お
ど

り
空
港
や
徳
島
県
庁
、
ご
依
頼
が
あ

っ
た
場
所
の
展
示
や
販
売
も
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
北
島
町
で
の
「
菊

花
展
」、
阿
波
銀
行
北
島
支
店
で
の

個
展
、
勝
浦
町
の
イ
ベ
ン
ト
・
ビ
ッ

グ
ひ
な
祭
り
、
徳
島
城
博
物
館
で
の

阿
波
踊
り
と
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
更
に
は
そ

れ
を
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
で
展
示
す

る
等
、
様
々
な
場
所

で
素
敵
な
機
会
を
頂

き
、
他
に
も
た
く
さ

ん
の
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て

最
近
で
は
、
北
島
町

ｃ
ｕ
ｅ
テ
レ
ビ
に
も

特
集
を
し
て
頂
き
、
と
て
も
良
い
経

験
と
な
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
人

と
「
ご
縁
」
で
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
、

本
当
に
楽
し
く
て
、
嬉
し
い
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
一
人
で
は
決

し
て
出
来
な
か
っ
た
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
心
の
底
か
ら
、

関
わ
っ
て
頂
い
て
い
る
す
べ
て
の

方
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
少
し
で
も
、「
書
」
の
楽

し
さ
や
、
身
近
に
感
じ
て
興
味
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
私
に
し
か
書
け
な
い
字
が
、

見
て
頂
い
て
い
る
方
に
少
し
で
も

心
に
響
い
て
頂
け
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
こ
ん
な
に
嬉
し
い
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
、
見
て
頂
く
方
の

心
を
少
し
で
も
動
か
せ
る
こ
と
が

で
き
る
書
道
家
に
な
れ
る
様
、
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

随筆

（574）

「
書
道
家
と
し
て
」中

村日
野
出
夏
穂

長

濵

健

太

さ

よ

あ

き

二
女

有

希

太
郎
八
須

野

原

昭

広

祐

子

二
女

さ
く
ら

高

房

���
吉

川

亮

北
島
町

正

木

香

織

鳴
門
市

���
岸

野

貢

丈

北
島
町

福

田

瑞

穂

鳴
門
市

���
宇

波

直

人

北
島
町

吉

利

宏

美

藍
住
町

���
丸

岡

城

生

北
島
町

小
野
寺

朝

美

徳
島
市

���
小

川

直

哉

北
島
町

梶

本

遥

北
島
町

久
次
米

豊
（
90
歳
）
鯛

浜

濱

テ
ル
ヨ
（
80
歳
）
中

村

中

野

喜
代
子
（
77
歳
）
中

村

宮

本

キ
ヨ
子
（
97
歳
）
中

村

島

村

満
利
子
（
81
歳
）
北

村

岩

生

精

次
（
87
歳
）
新
喜
来

三

木

タ
カ
子
（
84
歳
）
中

村

上

﨑

和

男
（
84
歳
）
中

村

岡

田

義

文
（
65
歳
）
鯛

浜

佐

坂

茂

子
（
89
歳
）
北

村
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今
年
度
の
全
国
人
権
・
同
和
教
育

研
究
大
会
は
、
昨
年
十
二
月
二
日
㈯

〜
三
㈰
、
島
根
県
松
江
市
の
く
に
び

き
メ
ッ
セ
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
松

江
、
出
雲
の
二
市
十
四
会
場
に
分
か

れ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
北
島
町
人

推
協
の
メ
ン
バ
ー
八

人
は
、
初
日
の
全
体

会
か
ら
の
参
加
で
し

た
。
社
会
教
育
の
第

四
分
科
会
「
人
権
確

立
を
め
ざ
す
ま
ち
づ

く
り
」
は
、
出
雲
市

で
五
つ
の
分
散
会
場

に
分
か
れ
て
の
開
催

で
し
た
。
私
た
ち
は
、

初
日
の
午
後
か
ら
出

雲
市
へ
移
動
し
、
第

二
分
散
会
に
参
加
し

ま
し
た
。

全
体
会
（
く
に
び
き

メ
ッ
セ
）

安
木
節
や
伝
統
芸

能
な
ど
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
・
開
会
行
事
の
あ
と
、
基
調

提
案
と
特
別
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

基
調
提
案
は
、
同
和
教
育
を
基
盤

と
し
た
学
校
人
権
教
育
の
創
造
と
人

権
確
立
を
め
ざ
す
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
に
向
け
て
の
も
の
で
し
た
。
と
り

わ
け
、
社
会
教
育
に
お
い
て
は
、「
子

ど
も
を
守
り
育
て
る
地
域
の
教
育
力

の
充
実
」、「
地
域
の
み
ん
な
が
主
体

的
に
取
り
組
む
学
習
活
動
の
展
開
」

等
、
同
じ
地
域
に
生
活
す
る
す
べ
て

の
人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
そ
う
と
訴
え
て
い
ま

し
た
。

地
元
出
雲
市
の
小
学
校
の
女
性
教

員
に
よ
る
特
別
報
告
で
は
、
不
登
校

に
な
っ
た
ア
イ
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

と
の
関
わ
り
を
通
し
て
、
自
分
自
身

に
つ
い
て
の
様
々
な
気
付
き
や
学
び

が
あ
っ
た
と
の
報
告
で
し
た
。

「『
支
え
て
い
る
の
は
私
』
で
は
な

く
、『
お
互
い
が
支
え
合
っ
て
生
き
て

い
る
』
の
だ
」
と
。

第
二
分
散
会
（
一
日
午
後
、
二
日
午

前
）
会
場：

パ
ル
メ
イ
ト
出
雲

私
た
ち
が
参
加
し
た
出
雲
市
で
の

第
四
分
科
会
の
第
二
分
散
会
会
場
で

は
、
一
日
二
人
ず
つ
計
四
人
の
実
践

報
告
を
も
と
に
質
疑
や
討
議
、
実
践

の
交
換
が
熱
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

①
「
こ
の
部
落
に
嫁
い
で
…

（
あ
れ
か
ら
五
十
年
）」

（
熊
本
県
南
阿
蘇
村
か
ら
の
報
告
）

大
阪
堺
か
ら
被
差
別
部
落
に
嫁
い

で
き
た
報
告
者
は
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
が
自
分
の
生
き
様
を
劇
で
発
表

し
て
く
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
こ

の
場
に
立
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

文
字
を
奪
わ
れ
た
夫
を
支
え
、
ま
た

支
え
ら
れ
の
五
十
年
間
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。「
私
は
こ
の
ム
ラ
が
好

き
で
す
。」「
こ
の
村
に
嫁
い
で
よ
か

っ
た
。こ
の
村
は
私
の
誇
り
で
す
。」

と
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

②
「
市
民
一
人
一
人
が
人
権
意
識
を

高
め
る
組
織
へ
」

（
四
国
中
央
市
か
ら
の
報
告
）

四
国
中
央
市
人
権
教
育
推
進
協
議

会
か
ら
の
報
告
で
し
た
。
四
つ
の
市

町
村
の
統
合
に
よ
り
、「
四
国
中
央

市
に
は
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す

る
様
々
な
人
権
問
題
が
残
っ
て
お
り
、

そ
れ
ら
を
無
く
す
る
教
育
を
差
別
の

現
実
に
学
び
な
が
ら
進
め
て
い
く
」

こ
と
を
共
通
理
解
と
し
て
活
動
を
進

め
て
い
る
と
の
報
告
で
し
た
。
特
に
、

社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
学
校
教
育

と
連
携
し
た
「
人
権
教
育
の
心
を
育

て
る
た
め
の
五
つ
の
目
標
」
を
立
て

て
の
実
践
、「
身
元
調
査
お
断
り
運

動
」
の
展
開
な
ど
、
人
と
人
と
の
確

か
な
つ
な
が
り
で
、
誰
も
が
「
自
分

ら
し
く
生
き
ら
れ
る
」
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
す
報
告
で
し
た
。

③
「
私
が
選
ん
だ
ふ
る
さ
と
」

（
島
根
県
・
美
郷
町
か
ら
の
報
告
）

三
十
年
前
に
、
家
族
三
人
で
夫
の

故
郷
に
引
っ
越
し
、
現
在
隣
保
館
職

員
と
し
て
勤
め
て
い
る
女
性
か
ら
の

報
告
で
し
た
。
混
住
地
に
建
て
ら
れ

た
隣
保
館
の
職
員
と
し
て
の
活
動
の

中
で
、
地
区
内
外
の
交
流
と
こ
の
地

の
人
の
優
し
さ
に
直
接
触
れ
る
こ
と

が
で
き
、「
こ
の
人
た
ち
と
一
緒
に

強
く
な
り
た
い
」
と
の
思
い
と
と
も

に
夫
と
出
会
っ
た
時
以
上
に
こ
の
地

が
好
き
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

山
間
の
小
さ
な
集
落
で
、「
素
敵
な

人
た
ち
と
心
は
い
つ
も
賑
や
か
で
、

笑
い
合
っ
て
生
き
て
い
け
る
」
そ
ん

な
故
郷
に
し
た
い
と
の
報
告
で
し
た
。

④
「
民
設
置
民
営
の
隣
保
館
の
挑
戦

〜
『
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

自
主
解
放
』
の
精
神
を
胸
に
〜
」

（
大
阪
市
・
公
益
財
団
法
人

か
ら
の
報
告
）

行
政
か
ら
の
補
助
金
に
頼
ら
な
い

民
設
置
民
営
の
隣
保
館
を
開
設
し
た

住
吉
隣
保
事
業
推
進
協
会
か
ら
の
報

告
で
し
た
。
年
間
の
べ
六
万
人
も
の

住
民
が
利
用
し
て
い
た
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
の
閉
鎖
が
決
定
的
と
な
り
、

住
民
と
議
論
を
重
ね
、
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
に
代
わ
る
民
設
置
民
営
の

「
住
吉
隣
保
事
業
推
進
セ
ン
タ
ー
」

を
つ
く
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

先
人
の
強
い
思
い
を
胸
に
、
地
域
活

動
の
拠
点
と
し
て
、
地
域
住
民
や
近

隣
住
民
に
と
っ
て
の
「
居
場
所
」「
出

番
を
つ
く
る
場
」「
つ
な
が
れ
る
場
」

で
あ
り
た
い
と
、
前
を
向
い
て
の
挑

戦
に
つ
い
て
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

研
修
を
終
え
て

一
昨
年
十
二
月
、「
部
落
差
別
解

消
法
」
が
、
制
定
・
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
同
和
問
題
の
解
決
に
向
け
た
特

別
措
置
法
が
失
効
し
て
か
ら
十
四
年

後
の
新
法
で
す
。
今
な
お
私
た
ち
の

周
り
に
は
、
部
落
差
別
が
根
強
く
残

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

今
回
の
参
加
で
、
ま
た
新
た
な
元

気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
四
人
の
報

告
者
の
思
い
や
願
い
と
三
百
人
近
い

分
散
会
場
参
加
者
の
熱
い
思
い
を
し

っ
か
り
と
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

「
同
和
教
育
っ
ち
ゅ
う
ん
は
、
部

落
だ
け
の
教
育
で
は
ぐ
ぁ
あ
へ
ん
。

皆
み
な
さ
ん
の
幸
せ
を
願
う
住
民
運

動
で
ご
わ
す
！
」
四
十
年
余
り
前
に

聴
き
取
り
で
聞
い
た
、
あ
る
古
老
の

言
葉
と
顔
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
帰

り
の
バ
ス
に
乗
り
込
み
ま
し
た
。

全
国
人
権
・
同
和
教
育
研
究

大
会（
島
根
大
会
）に
参
加
し
て

北
島
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会

久

米

利

國
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3
・
11
映
画
祭
in
徳
島
2
0
1
8

「
ハ
ッ
ピ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
」上
映
会

日
時
▼
三
月
十
一
日
㈰

二
回
上
映

①
十
三
時
〜

②
十
五
時
半
〜

無
料

会
場
▼
二
階
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
・
シ
ア
タ
ー

作
品
▼
「
ハ
ッ
ピ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
」

（
配
給
・
監
督＝

渡
辺
裕
也
、日
本
、

七
十
五
分
）

出
演＝

吉
村
界
人
、

萩
原
聖
人
、
大
後
寿
々
花
ほ
か
。

■
今
年
も
3
・
11
映
画
祭
開
催
！
■

災
害
の
記
憶
は
歳
月
と
と
も
に
風
化

し
が
ち
で
す
。
し
か
し
二
〇
一
六
年

の
熊
本
地
震
、
一
七
年
の
九
州
北
部

豪
雨
な
ど
災
害
は
一
層
身
近
に
な
っ

て
い
ま
す
■
東
日
本
大
震
災
か
ら
七

年
。
今
な
お
風
評
被
害
に
悩
ま
さ
れ

る
現
地
の
実
情
を
、
ド
ラ
マ
を
通
じ

て
知
っ
て
い
た
だ
き
、
被
災
地
支
援

と
連
帯
に
つ
な
が
る
こ
と
を
私
た
ち

は
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
■
図
書
館
で

は
危
機
情
報
管
理
課
と
連
携
し
、
各

種
防
災
に
つ
い
て
の
資
料
展
示
を
一

階
カ
ウ
ン
タ
ー
前
で
開
催
し
ま
す
。

笑
福
亭
た
ま
・
旭
堂
南
湖
二
人
会
⑪

日
時
▼
三
月
二

十
四
日
㈯

十
四
時
〜

会
場
▼
二
階
ハ

イ
ビ
ジ
ョ
ン・

シ
ア
タ
ー

入
場
料
▼
前
売

／
大
学
生
・

一
般
一
、
五
〇
〇
円
、
小
中
高
一
、

〇
〇
〇
円（
当
日
各
五
〇
〇
円
増
）

出
演
▼
笑
福
亭
た
ま（
上
方
落
語
家
）、

旭
堂
南
湖
（
き
ょ
く
ど
う
な
ん
こ

上
方
講
談
師
）

演
目
▼
落
語
「
源
平
盛
衰
記
」
他
一

席
、
講
談「
曲
馬
団
の
女
」他
一
席

主
催
▼
た
ま
・
南
湖
二
人
会
実
行
委

員
会
（
☎
創
世
ホ
ー
ル
）

■
お
な
じ
み
た
ま
・
南
湖
二
人
会
の

第
十
一
回
■【
落
語「
源
平
盛
衰
記
」】

「
平
家
物
語
」で
お
な
じ
み
の
源
氏
と

平
氏
の
争
い
を
、
面
白
お
か
し
く
解

説
し
ま
す
■【
講
談「
曲
馬
団
の
女
」】

曲
馬
団
と
は
サ
ー
カ
ス
の
こ
と
。

サ
ー
カ
ス
団
で
育
っ
た
女
性
が
主
人

公
。
終
戦
直
後
、
実
際
に
あ
っ
た
感

動
の
お
話
■
抱
腹
絶
倒
・
健
康
増

進
！

多
数
ご
参
集
下
さ
い
。

日
韓
若
手
音
楽
家
交
流
コ
ン
サ
ー
ト

ト
リ
オ
・
ル
ミ
エ
ー
ル

日
時
▼
三
月
二
十
四
日
㈯

十
四
時
半
〜

会
場
▼
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
二
、
五
〇
〇
円
（
前
売
当

日
共
）

出
演
▼
松
村
茜
（
ピ
ア
ノ
）、
ユ
・

ミ
リ（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）、
キ
ム
・

ミ
ン
ジ
（
チ
ェ
ロ
）

特
別
出
演
▼
キ
ム
・
ミ
ョ
ウ
ソ
ン

（
韓
国
伝
統
舞
踊
）

第
101
回
外
国
絵
本
の
お
は
な
し
会

〜
フ
ラ
ン
ス
の
絵
本
〜

日
時
▼
三
月
二
十
五
日
㈰

十
四
時
半
〜

会
場
▼
二
階
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
・
シ
ア
タ
ー

入
場
料
▼
無
料

講
師
▼
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
ド

ヴ
ァ
ト
さ
ん
（
フ
ラ
ン
ス
ご
出
身
、

徳
島
市
在
住
）

第
19
回
大
阪
音
楽
大
学
同
窓
会

《
幸
楽
会
》徳
島
県
支
部
演
奏
会

日
時
▼
三
月
二
十
五
日
㈰

十
四
時
〜

会
場
▼
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
一
、
〇
〇
〇
円
（
前
売
当

日
共
）

出
演
▼
川
添
衣
利
（
ピ
ア
ノ
）、
上

原
慎
太
郎
（
ピ
ア
ノ
）、
中
谷
華

奈
子
（
フ
ル
ー
ト
）、
大
田
黒
翔

子
（
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
）、
増
成
春

奈
（
ピ
ア
ノ
）、
坂
東
麻
友
子
（
フ

ル
ー
ト
）、
石
川
真
子
（
ソ
プ
ラ

ノ
）、
梅
田
悠
月
（
ピ
ア
ノ
）

主
催
▼
大
阪
音
楽
大
学
同
窓
会
《
幸

楽
会
》
徳
島
県
支
部
（
問
小
島

☎
〇
九
〇
・
五
二
七
四
・
四
五
四
三
）

■
図
書
館
に
新
し
く
入
っ
た
本
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

《
児

童

書
》

●
バ
イ
ロ
ン
・
バ
ー
ト
ン
『
は
た
ら

く
く
る
ま
』
ポ
プ
ラ
社

●
北
見
葉
胡
『
は
り
ね
ず
み
の
ル
ー

チ
カ
』
講
談
社

●
赤
川
次
郎
『
真
夜
中
の
電
話
』
汐

文
社

●
新
井
け
い
こ
『
し
り
と
り
ボ
ク
シ

ン
グ
』
小
峰
書
店

●
草
谷
桂
子『
図
書
館
に
つ
づ
く
道
』

子
ど
も
の
未
来
社

《
一

般

書
》

●
大
瀧
詠
一
ほ
か
『
大
瀧
詠
一

Talks
About

N
iagara

コ
ン
プ

リ
ー
ト
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
・
マ
ガ
ジ
ン

●
石
井
遊
佳
『
百
年
泥
』
新
潮
社

●
山
藤
章
二『
は
じ
め
て
の
八
十
歳
』

岩
波
書
店

●
堂
場
舜
一
『
絶
望
の
歌
を
唄
え
』

角
川
春
樹
事
務
所

●
綿
矢
り
さ
『
意
識
の
リ
ボ
ン
』
集

英
社

●
篠
原
と
も
え
『
御
朱
印
を
は
じ
め

よ
う
』
枻
（
え
い
）
出
版
社

▲シンボルマーク

北
島
町
立
図
書
館
・

創
世
ホ
ー
ル
だ
よ
り

たた
ばば
ここ
はは
町町
内内
でで

買買
いい
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図書館の休館日
《4月》

2日㈪
9日㈪
16日㈪
19日（第3木・館

内整理日）
23日㈪
30日（月・振）

《3月》

5日㈪
12日㈪
15日（第3木・館

内整理日）
19日㈪
21日（水・祝）
26日㈪

☎
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一
一
〇
〇

旭堂南湖笑福亭たま

2018．3 町報（２３）
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中村 建本 晃「まもなくシーズン到来」町報フォトグラフィ
撮影
データ

カメラ キャノン デジタル
レンズ EF17－40mm F－4
絞り値 F－8
シャッター速度1／400秒
ISO感度 100

まもなく桜のシーズンがやってきます。
今年も満開の桜がたのしみです。

「「JJIICCAAボボラランンテティィアア募募集集」」～～いいつつかか世世界界をを変変ええるる力力ににななるる。。～～
世界約70か国・1000を超える仕事が、今必要とされています。
あなたの技術・経験を開発途上国で生かしてみませんか？
現地の人々と協働しながら、人づくり、国づくりに協力します。

1．応募期間
2018年4月2日㈪～2018年5月1日㈫
※ウェブ応募の場合：5月1日正午締切
※JICAボランティアウェブサイトに掲載予定の応募書類をダウンロードし、郵送により応募する場合：5月
1日必着

2．応募資格
【青年海外協力隊／日系社会青年ボランティア】
生年月日が1978年5月2日から1998年10月1日まで（2018年10月1日時点で満20歳以上かつ2018年5月1日
時点で満39歳以下）の日本国籍を持つ方

【シニア海外ボランティア／日系社会・シニアボランティア】
生年月日が1948年5月2日から1978年5月1日まで（2018年5月1日時点で満40歳～満69歳まで）の日本国
籍を持つ方

■詳しくは JICAボランティアホームページを参照ください。http : //www.jica.go.jp/volunteer/index.html
■お問合せ先 青年海外協力隊事務局 募集／選考 ☎03‒5226‒9813 JICA四国 ☎087‒821‒8825

町報発行／北島町公報委員会 ☎698‒9801（総務課内） 毎月10日発行 印刷／徳島県教育印刷㈱ 2018．3 第857号 （２４）
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